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１ 事務局より 

 

 三沢市は、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会が開催するにあたり、

スポーツ・教育・文化・経済をはじめとする地域の活性化に結び付けるため、平成

27年に「東京オリンピック・パラリンピック競技大会における活動推進指針」を策定

し、様々な活動を実施してきた。三沢市の取り組みをさらに推進し、東京 2020

大会のレガシーとして共生社会を実現するため、三沢市共生社会ホストタウン推

進実行委員会では、三沢市及び三沢市教育委員会の共催により、「三沢市共

生社会ホストタウン広報大使」事業を実施することとし、7 名を広報大使に任命

した。 

  

 本事業は、三沢市が車いすラグビーカナダチームの事前キャンプ地であることから、

三沢市の将来を担う中高生を、事前キャンプ及び都内で開催される国際大会に

派遣して、障害スポーツの理解及び当市におけるユニバーサルデザインの観点で

取材してもらい、中高生の視点で情報発信してもらいたいという思いから進めてき

た。 

  

 ユニバーサルタウンを目指す三沢市にとって、東京 2020 大会はゴールではない。

この大会を契機として、主にソフト面を中心に新たな財産を構築していきたいと考

えている。広報大使が学んだことを、それぞれの視点で情報発信してもらうことで、

市民がオリンピック・パラリンピックの意義や楽しさを感じられるだけでなく、障がいの

有無に関わらず、全員が明るく豊かに暮らしていける共生社会実現への手助けと

なってくれるという期待を込め、本事業を実施したものである。 

あ 
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２ 実施概要 
 

【 三沢市共生社会ホストタウン広報大使実施概要 】 

 

（１） 趣旨 

２０２０年に開催される東京パラリンピック競技大会に向けて、三沢市において事前キャンプを行う

カナダチームに関する取材・広報を通じて、三沢市全体でカナダチームを応援する機運を高めるとともに、

共生社会やバリアフリーなどについて学び、三沢市の将来のまちづくりに資する人材の育成と共生社会実

現に向けた取組みのさらなる推進を図るため、広報大使となり活動する中学生・高校生を募集する。 

 

（２） 活動内容 

   広報大使として、令和元年１０月に行われる予定のカナダチームの事前キャンプや、カナダチームが

出場する国際大会を取材し、広報活動を行う。広報の方法等についても、事前・事後研修等において、

大使間の対話などにより検討・決定し、所属する学校を含む様々な場所で広報活動を実施する。また、

公共施設のアクセシビリティや心のバリアフリーなどについて学び、ダイバーシティとインクルージョンに対する

関心・理解を深める。 

 

（３） 活動期間 

令和元年９月～令和２年３月 

このうち、１０月１８日（金）～２０日（日）については、東京都内で開催される国際大会「ウィル

チェアーラグビーワールドチャレンジ２０１９」に派遣する。 

※活動期間には、事前研修や事後研修を含む。 
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（４） 活動場所 

  三沢市国際交流スポーツセンター、三沢市国際交流教育センター、東京体育館、その他 

 

（５） 募集対象 

① 応募時点において中学校１年次若しくは２年次、又は高等学校・高等学校と同等の教育課程の

１年次若しくは２年次に在籍する者 

② 応募資格を満たした者 

③ 令和元年度中に、三沢市姉妹都市友好親善使節団中学生大使・ウェナッチバレーカレッジ英語

研修派遣の対象となった生徒は除く。 

 

（６） 応募資格 

応募しようとする者は、次に掲げる全ての条件を満たすものとして、現に在籍する学校長の推薦を得

なければならない。 

⑴ 三沢市に住所を有し、現に居住する者 

⑵ 学業及び生活態度が良好で、集団行動の規律を保てる者 

⑶ 広報大使の趣旨・役割を理解し、事業終了後も積極的に三沢市のまちづくりなどで活躍しようとす

る意欲のある者 
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３ 広報大使名簿 
 

 

番号 氏名 学校名 学年 

１ 細越 駿 第二中学校 １ 

２ 川村 賢人 堀口中学校 ２ 

３ 佐々木 愛斗 八戸高校 １ 

４ 千田 琴音 八戸工業大学第二高校 １ 

５ 清川 輝弥 三沢高校 ２ 

６ 小山 尊 三沢高校 ２ 

７ 三浦 聖那 三沢高校 ２ 

 

合計  ７名  
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４ 活動日程 

 

日  付 内    容 

<令和元年> 

5/24(金)-6/28(金) 

広報大使 募集期間 

7/24(水) 広報大使 任命通知 

8/6(火) 広報大使任命式・派遣説明会 

8/31(土) 第１回事前研修 

「カナダについて」「オリンピック・パラリンピックについて」 

9/14(土） 第２回事前研修 

「取材・広報について」 

10/13(日) 車いすラグビーカナダチーム事前キャンプにおける 

選手・スタッフへのインタビュー 

10/18(金)-10/20(日) 広報大使 東京都派遣 

○株式会社日本航空 訪問 

○車いすラグビーワールドチャレンジ 視察 
 

11/9(土) 事後研修 

「東京都派遣の振り返り」 
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【広報大使任命式】 

日時：令和元年８月６日(火) １５時３０分～１６時３０分 

場所：三沢市役所 大会議室 

内容：(1)任命書交付 

      (2)実行委員長挨拶 三沢市共生社会ホストタウン推進実行委員長 米田 光一郎 

      (3)広報大使より一言 

      (4)教育長挨拶 三沢市教育長 冨田 敦 

 

 

 

 

 

 

 

【第１回事前研修】 

日時：令和元年８月３１日(土) ９時３０分～１２時 

場所：三沢市国際交流スポーツセンター 会議室 

内容：「カナダについて」  

「オリンピック・パラリンピックについて」 

講師：株式会社電通 東京オリンピック・パラリンピック局  

深井 瑛子 氏  
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【第２回事前研修】 

日時：令和元年９月２１日(土) ９時３０分～１２時 

場所：三沢市国際交流スポーツセンター 会議室 

内容：「取材・広報について」 

講師：三沢市役所 広報広聴課 係長 近藤 泰正 氏 

【車いすラグビーカナダチーム事前合宿 選手・スタッフ

インタビュー】 

日時：令和元年１０月１３日(日) １７時～１９時 

場所：三沢市国際交流教育センター 

対応：エリック・ロドリゲス 選手、デイビッド・ウィルシー コーチ 

 

【事後研修】 

日時：令和元年１１月９日(土) １５時～１６時 

場所：三沢市国際交流スポーツセンター 会議室 

内容：「東京都派遣の振り返り」 

 

※令和２年３月７日に予定していた「三沢市共生社会ホストタウン広報大使 活動報告会」は、新型

コロナウイルスに伴う社会情勢を考慮し中止とした。 
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５ 派遣行程 

 

【１日目】 １０月１８日（金） 

時間 内容 

９：３０ 

１０：１５－ 

１１：４０ 

１３：３０ 

 

１５：００ 

１５：３０ 

１８：００－ 

１９：３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三沢空港集合 

三沢空港発 

羽田空港着 空港内で昼食 

羽田空港内 JAL関連施設見学 

（空港旅客部、客室乗員部、運航乗員部オフィス） 

新整備場へ移動 

JAL 工場見学 ～SKY MUSEUM~ 

新整備場発 

品川プリンスホテル着  

（チェックイン後各部屋にて夕食） 

 

 

飛行機１機をバックにみんなで写真　とても贅沢格納庫　機材が３機も入ることにびっくり

JAL　関係者専用出入口にて集合写真 操縦士、副操縦士によるフライト事前打合せをじっくり観察

中枢オペレーション部門にて　仕事内容の説明を受ける大使 普段は座れないビジネスクラスのシートでくつろぐ
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【２日目】 １０月１９日（土） 

時間 内容 

８：００ 

１１：００ 

１１：３０ 

 

 

 

 

 

１９：３０－ 

２０：００ 

２１：００ 

 

 

 

起床、ホテル内レストランにて朝食 

品川駅発 

千駄ヶ谷駅着 徒歩で東京体育館へ移動 

【視察】車いすラグビーワールドチャレンジ 

12:45~14:15 カナダ×フランス（5位/６位決定戦） 

14:30 施設内フードコートにて昼食 

16:15~17:45 日本×オーストラリア（準決勝第１試合） 

18:00~ 東京体育館内アクセシビリティ、バリアフリー等調査 

千駄ヶ谷駅発 

品川駅着（駅内フードコートにて夕食） 

品川プリンスホテル着 

 

 

 

 

車いすラグビーカナダチームを精一杯応援　見事勝利！ 世界大会のバチバチした雰囲気に驚く

試合後、選手たちとハイタッチ

試合会場のコートで車いすラグビー体験 日本代表のエース　池崎選手と写真

NHK解説委員の竹内さんが施設のバリアフリー・アクセシビリティを案内
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【３日目】 １０月２０日（日） 

時間 内容 

７：３０ 

８：３０ 

９：３０ 

１１：００ 

１２：３０ 

１４：３０ 

１６：００ 

１６：５５－ 

    １８：１０ 

 

 

起床、ホテル内レストランにて朝食 

ホテル発、借上げバスにて都内観光 

浅草寺 観光 

東京スカイツリー 見学、買い物 

スカイツリー内フードコートにて昼食 

お台場 観光 

羽田空港着、搭乗手続き 

羽田空港発 

三沢空港着 解散 

 

 

 

※NHK解説委員の竹内さんは、以前に三沢市へ訪問したご縁もあり、御厚意で対応いただいた。 
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６ 広報大使 活動報告書 
 

 

「 広報大使として学んだ事 」 

 

三沢市立第二中学校 １年 細越 駿  

 

 

 

私は、広報大使として東京パラリンピック会場の視察数日前に、自分の将来にか

かわるような大きなケガをしてしまった。左目を負傷し、左目は全く見えなくなっ

た。 

 痛みも相当あったが、それよりも自分を苦しめたのは、このまま見えなくなって

しまうのではないかという不安の方が大きく、怖かった事だ。 

 幸い少しずつ回復し、無事に広報大使として東京会場を視察することが出来た。 

 羽田空港や東京会場では、安全対策に重点を置き世界中の大勢の人々を迎える準

備がされていた。 

 ウィルチェアラグビーの世界大会は、パラリンピック前に行われた大きな試合と

いう事で、選手たちの気迫が伝わり、迫力ある試合を観戦する事ができた。 

 三沢市が、カナダチームのキャンプ地に選ばれ友好関係が築かれている事がうれ

しくて、とても身近に感じた。 

 私はこれまでに、介護が必要な祖父や病気の父との旅行を経験していた。介護や

病気の家族は、日常の生活において様々なサポートが必要な状態で、旅行などの移

動や、普段と違った生活環境では更に周囲からの理解やサポートも必要だった。 

 日本の「バリアフリー化」は、整ってきているとはいえ、まだまだ障害を持つ

人々にとっては生活しにくい環境だと感じていた。 

 広報大使活動に参加し、「パラリンピック」や「バリアフリー」、「共生社会」につ

いて勉強してきた。しかし、これまではどこか他人事のようだったと思う。 

 自分自身がケガをして、不自由になり、視力を失うかもしれない恐怖と、さらに

今後、目に障害が残り生活が一変してしまうかもしれない心配を抱えて、この「障

害を持って生きる」とか「障害と共に暮らす」という問題は、誰にでも起こる可能

性があるとても大事な事だと気が付いた。「共生社会」への取り組みは、すべての人

に関係のある事だと気が付いた。 

 私は、今までできていたスポーツができなくなり、いろいろ活動が制限された。

将来、自分の職業選択においても、影響が出てきてしまう可能性がある事も知っ

た。 

 これまでは、自分に何が出来るかわからなかったけれど、今回の経験を通して自

分が少し変わった事が感じられた。 
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 それは、まず一歩として関心を持つことの大切さを感じた。「共生社会」と言われ

れば難しいけれど、「パラリンピック」に関心を持つ事から始まり、参加する国や競

技について知り、障害について考えることができた。 

 関心から、一歩踏み出して広報大使に参加したら、それ以上にいろいろな事を知

る事ができた。 

 友人が、「どんな事に参加してくれるの？」「何をしてるの？」と関心を持って聞

いてくれる。イベントに一緒に参加してくれる。それがとても心強くて嬉しい。 

 一人でも多くの人が、「パラリンピック」や「障害者スポーツ」を通して「バリア

フリー」や「共生社会」に関心を持って欲しいと願う。 

 私達が出来る事は、パラリンピックが終わっても、いろいろな人が住みやすく暮

らしやすい社会の実現のために、引き続き考えて行動していく事が大切だと思っ

た。 

 一歩の関心の次は、声をかける事、次は手を差し伸べる事、共に生きる事が当た

り前で自然な社会になるようにしたい。 

 それが共に社会を生きる人々の「心のバリアフリー」につながっていくと思う。 

 貴重な経験をさせて頂きました。ありがとうございました。 
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「 広報大使の活動を通して 」 

 

     三沢市立堀口中学校 ２年 川村 賢人  

 

 

 

車いすラグビーの試合や竹内さんの話を聞いて、僕はたくさんのことを学んだ。

一つ目に、車いすを使って生活する人や、体に何らかの障害のある人への、ハード

面、ソフト面での、サポートが足りていないということを知った。 

車いすを使う人が、バスにどのように乗るかというと、スロープを使って、乗り

込むそうだ。しかし、竹内さんの話では、車いす利用者を乗り込む際の周りの視線

や態度は車いす利用者にとっては辛いと話されていた。確かに、車いすの方が乗り

込むまでに時間はかかるかもしれない。だからと言って、車いすの方に冷たい視線

を送るのではなく、心のバリアフリーの観点からやさしく見守ってあげるそんな気

持ちが重要なのではないかと感じた。先日僕は、目が不自由な方が歩いているのを

見かけた。その方は、点字ブロックを使って歩いていたのだが、それに気づいてい

ない、中学生とぶつかってしまった。そのあと、その中学生はすぐにその方のとこ

ろへ行き、点字ブロックの位置を伝えていた。これは、ほんの一例だが、この生徒

のような行動をできるソフト面の重要性を改めて理解した。 

点字のことを知らないから、点字を逆さまに張ってしまう。この話を竹内さんは

話していた。この話を聞き、不自由のない人が考えるハード面でのバリアフリーは

まだまだなのだとわかった。これは点字を使う方からすればとても迷惑である。い

くら、ソフト面でのバリアフリーが出来ていても、ハード面でのバリアフリーがで

きていなければ、体に障がいのある方は大変である。東京体育館のエレベーターは

一つしかなくて、車いす二つ分しかなかった。これでは選手が上の階段に上がる際

に、何十分もかかってしまう。もっと実用的で彼らにとっても使いやすいハード面

のサポートが必要だと知ることができた。 

今回、バリアフリーについての様々な課題やよくなってきていること、車いす利

用者目線から見たバリアフリーなどを知ることができた。普段の生活の中で、見る

事ができなかったバリアフリーを見ることができた。これからの生活で生かしてい

くことが可能なソフト面でのバリアフリーを知った。この経験を無駄にすることな

く、三沢市への広報活動やじぶんのできるバリアフリーをしていきたい。そして、

もっとよい共生社会になっていくことができればいいと思う。 
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「 広報大使 報告書 」 

 

県立八戸高等学校 １年 佐々木 愛斗  

 

 

 

僕が今回の車いすラグビーを通して事前研修や東京視察を通して学んだことは、車

いすラグビーという競技の熱さと自分では気づかなかったことに耳を傾けることの

大切さの二つがある。  

 一つ目はとにもかくにも車いすラグビーの熱さだ。東京視察では車いすラグビー

ワールドチャレンジ 2019 を観戦し、カナダチームの応援をした。車いすラグビーは

マーダーボール(殺人球技)とも呼ばれるパワフルでアグレッシブな競技である。バス

ケのコートでバレーボールを使う車いすラグビーは、競技中車いす同士がぶつかり合

う音が会場中に響き渡る。僕はスポーツの公式試合の観戦自体人生初で、初めてのス

ポーツ観戦が車いすラグビーというのはとても衝撃的だった。カナダチームの試合は、

ホストタウンである三沢での練習試合よりも迫力があり、以前合宿の際ボランティア

をした時の選手達の笑顔とは全く逆の真剣な表情で驚いた。カナダチームを含む車い

すラグビーを観ている内にそれぞれの国の強味が違う、例えばスピード感あるフラン

ス、パワフルなオーストラリアなど、男女が参加できる車いすラグビーに大きな魅力

を感じた。テレビ放送での車いすラグビーワールドチャレンジ 2019 を観ましたか？

観た方も観ていない方もパラリンピックでの車いすラグビー競技の試合に是非注目

してほしい。また、実際に車いすラグビーの試合に応援に行き車いす同士がぶつかり

合う音を是非聴いてみてほしい。NHK の「アニパラ」も一度ご覧いただきたい。パラ

リンピックがアニメ仕立てで公開されている。  

 二つ目は知らなかったことに耳を傾ける大切さである。事前研修ではパラリンピッ

クに関する仕事をしておられる電通の方のお話を聴く機会をいただいた。沢山の国へ

の渡航体験のある方で、日本と比べたカナダのバリアフリーやノーマライゼーション

が日本よりずっとすすんでいることを学んだ。また、東京視察での車いすラグビー観

戦後、実際に車いすを利用している方の話を伺った。特に印象に残ったのは、多目的

トイレの話だ。今日では至るところに多目的トイレが設置されているが、車イスの方

からすると、対象者の範囲が広くボタンが多く逆に使いづらいそうだ。このように

様々な方の話を聴くことで自分一人では気づくことのできなかったことに沢山出

会った。また、これからは単に知るだけではなく、これからの人生や将来に活かした

り、周りへ伝えていくこともより大切だと感じた。  

 最後に、今回の三沢市共生社会ホストタウン広報大使の仕事を通じて様々なことを

学ぶことが出来た。得た体験を自分だけのものとせずにこれからに活かしていきたい。  
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「 三沢市の広報大使の活動をして 」  

 

八戸工業大学第二高等学校 １年 千田 琴音 

 

 

 

 私は三沢市民の高校生として、三沢市ホストタウン広報大使の活動を行った。この

活動に参加しようと思った動機は、バリアフリーについて学んで三沢市は将来、どの

ような町にするのか考えたいと思ったからだ。 

 活動内容としては、カナダチーム事前キャンプや国際大会への取材、広報活動を

行って共生社会やバリアフリーについてである。 

 活動を通して、障害者も生活しやすいようにする設備はどのようなものがあるのか、

ということを学んだ。例えば、エレベーターでは、車いすに座っている人のためのボ

タンがあり、そのボタンを押すと、エレベーターのドアが通常よりも、数秒長く開い

ていて、エレベーターに乗ったり降りたりするのに便利であること。もう一つは、エ

レベーターの中に鏡があるが、その鏡は、車いすに座っている人が前から乗ったとき

に、後ろを振り向かなくても、エレベーターのドアがいつ開くのかが分かる。エレベー

ターの他にも、段差をなくしたり、施設の出入口のドアは、スライドドアになってい

たりと、少しずつだが、障害者が気持ちよく過ごせる環境が備わっていることが分

かった。 

 このことから、私は将来、障害者のためにも、自分だけのことを考えずに、障害者

が何かこまっていることがあったら、すぐに手助けをすることを学んだ。車いすで生

活している人もいれば、目が不自由な人など、障害者にも私たち障害を持っていない

人と同じ、生きる権利がある。私は障害を持っていない分、障害者が何かこまってい

ることがあったら、すぐに手助けをして、障害者がとても楽しく、そして便利に生活

できるような環境も作り上げていく目標もできた。 

 さらに、今度は、東京パラリンピックが開催される。障害をもっていても、日本代

表として出場しているので、私はオリンピックだけでなく、パラリンピックに出場す

る選手にも、たくさん応援をして、選手たちに、私のエールが届くようにしたい。 
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「 現状と未来 」 

       

            青森県立三沢高等学校 ２年 清川 輝弥 

         

 

 

 今回の活動を通して、障害者の思っていることや三沢市の施設のことを改めて知

ることができた。 

 私はこの活動に参加する前に障害者は我々健常者に対してどのようなことをおも

っているのだろうか。と思いながらこの活動に参加した。 

 まず私たちは東京派遣の前に何度か研修をした。そのなかで記者の方との研修が

あり、そこでは取材の仕方などを教えてもらい記者の方から学んだこと生かしてカ

ナダチームのキャンプ場に行き、直接選手やコーチに各自疑問におもったことを英

語で質問した。そこで私が聞きたかった質問にも答えてもらった。  

一つ目は健常者に対してどのようにおもっているのか。を質問したところ、「特に

何も思ったことがない。障害者でもあなたと一緒のことができる。」と言っていた。

このことから今まで思ってきたことはただの偏見だということがわかった。 

二つ目は三沢に合宿していて不便なところを質問したところ、「不便なところは一

つもない。三沢の方々はみんな親切で自分たちのことだけに集中できる。」と言って

いた。このことから三沢市のバリアフリーの普及率が高いことが改めてわかった。 

 そして選手のことを知った上で東京体育館へ行き観戦した。カナダチームは延長

戦になりながら一点差で勝利した。車いすラグビーは激しいプレーが多く殺人球技

ともいわれている。スポーツの世界大会を観たのは今回が初めてで世界大会の雰囲

気を肌で感じる事が出来た。 

 最後に試合観戦が終ったあと私たちは車いす利用者の方のはなしを聞いて普段知

ることのできない車いすの知識を知ることができた。その中で彼が実際に体験した

話で「車いす利用者も乗れるバスや電車は今は沢山ある。しかしいざ乗るときバス

の場合は運転手が下りなければならないため時間がかかる。また電車の場合は通勤

ラッシュで満員電車だった時、乗るのに気まずいと言っていた。どれも乗ることが

できるが、周りの人に迷惑がかかるし、周りの目が気になる。この解決法は人間同

士の間でしか解決できないと思う。私はまだ日本は完全にバリアフリーではないこ

とを知った。 

 以上のことから、どれも私たち健常者がもっと車いす利用者の事を知ることで、

何か解決策がでてくると思う。また、これからの日本は高齢化が進み将来四人に一

人が七十五歳以上の高齢者と推測されている。これからは足腰が弱くなった高齢者

も車いすを利用する場面が多くなってくるとも推測されている。今まで学んできた

ことを家族、友達に伝えてバリアフリーの輪を広げていきたい。 
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「 広報大使の活動で学んだこと 」 

 

青森県立三沢高等学校 ２年 小山 尊 

 

 

 

私は、今回の活動で様々なことを学ぶことができた。 

羽田空港見学では、実際の仕事場を見せてもらいながら、説明を聞いて回った。例

えば、普段、操縦士や副操縦士は座っているため、ブリーフィングは立って行われて

いたり、逆に CA さんは、普段立っているのでブリーフィングは座って行われている

ことを聴いたりした。また、飛行機を運行する中で、飛行機の大きさや、乗客の数、

燃料などの重量と乗客の乗っている位置などのバランスの重要なのだそうだ。細かい

ところまで安全が考えられていて驚いた。工場見学では、飛行機について詳しい話が

聞けた。中でも、飛行機が１０日でできるという話は驚いた。他にも、整備士の仕事

の様子を VR で見られる場所や、飛行機の誘導を体験できるなど子供でも楽しめる要

素があり、人気の工場見学である理由がわかったように思う。工場内の飛行機を見な

がらの解説では、飛行機の翼の先に緑と赤のライトがあり、飛行機がどこにいてどこ

に向かって飛んでいるかがわかるということを初めて知った。安全な航空を実現する

のにたくさんの工夫があることを知った。 

次の日、私は初めてスポーツの世界大会を見たのだが、車いすラグビーワールド

チャレンジでは、会場の雰囲気がとても良く、スタンディングオベーションや手拍子

などで盛り上がれた。また、ルール解説の VTR を流したり、質問コーナーを設けて

いたりと、初めて試合を見に来た人への工夫があり、馴染みやすかった。 

カナダチームの試合では、延長戦が２回かかる激闘の末に勝ち、最後まで戦い抜い

た選手たちに感銘を受けた。試合後の竹内さんのインタビューで、障がい者は体温調

節ができないため、体温が３９度のまま戦っているという話を聴いて驚いたとともに、

今までの試合の見方も大きく変わった。車いすラグビーの体験にも参加したのだが、

車いすを思い通りに動かすのができなかったうえ、ボールのパスをするのはさらに難

しかった。 

試合後、竹内さんに会場内のバリアフリーの話を伺った。エレベーターの鏡は、前

から乗った車いすが後ろから降りるときや、何階かを確認するためにあることや、車

いす専用のボタンを押すと扉の開いている時間が数秒遅くなるなどの工夫があるこ

とを知った。インタビューで特に驚いたのは運動不足になりがちだという話だ。使う

筋肉の問題で、健常者のウォーキングと障がい者のバスケットボールでは前者のほう

がカロリー消費が大きいらしい。そのため、障がい者スポーツの普及活動も行われて

いるそうだ。 
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今回の活動で、実際のバリアフリーの現状や、車いすラグビーの楽しさと難しさ、

大変さを知ることができた。また、JAL で人々の安全を考えた、工夫や努力を知るこ

とができた。なかなかできない体験をすることができたと思う。今回の経験を、広報

活動を通して多くの人に伝えられるように頑張りたい。 
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「 実り多き日々 」 

 

青森県立三沢高等学校 ２年 三浦 聖那  

 

 

 

今回行われた車イスラグビー支援活動は、私にとってとても実りのあるものだった。 

1 日目は、羽田空港内の見学と JAL 工場の見学をした。空港内の見学では、ブリー

フィング現場を見学したり、羽田空港がどのような形でラグビー・車イスラグビーを

応援しているのかを知ることができた。その後の工場内の見学では、空港と飛行機に

関する情報がたくさん詰まったセミナーを受けた。セミナーを経て、飛行機の製造を

行なっている倉庫へ移動し、飛行機に付いている部品等の説明を詳しく聞き、倉庫の

外には沢山の飛行機が行き来している様子が見え、羽田空港の多忙さを物語っていた。 

2 日目は、プログラムのメインイベントである車イスラグビーの試合観戦をしに

行った。カナダチーム側のご配慮もあり、VIP 席で試合観戦をすることができました。

組み合わせはカナダ対フランスでの対戦で、延長戦の末、カナダの勝利という結果で

終わった。いざ試合となると、練習の時とは迫力が比べ物にならないほど凄まじく、

両チームの勝利を目指す気持ちが、プレーから伝わってくるような熱い試合だった。 

また、試合観戦終了後には、NHK で勤務している竹内さんの話を聞いた。試合会場

であった東京体育館の施設は、車イス利用者である竹内さんの目から見て、どのよう

に感じているのかということと、どのような配慮があってほしいかということを話し

て下さった。 

3 日目は、都内観光ということで、浅草、スカイツリー、お台場というなんとも豪

華なプランで観光した。浅草では、寺や神社巡りをして、いろいろ神頼みをして来た。

スカイツリーでは、東京の街並みを一望できる貴重な体験をすることが出来た。都内

観光最後のお台場では、ダイバーシティに行ったが、時間の都合上ゆっくり見て回る

ことが出来ず、歩き回る結果となった。 

今回このような数々の貴重な経験ができたのは、事前研修で知識を蓄え、本番の研

修活動に臨めたこと、飯田さんと冨田さんをはじめ、沢山の関係者の方々のサポート

があったからだと思う。本当にありがとうございました。個人的な感想としては修学

旅行よりも学ぶことが多く、とても密度の濃い時間を過ごせました。また、学んだこ

とをアウトプットしてこそ、今回の活動は意味のあるものだったと言えると思うので、

今後どのような形で行動していくかはまだ明確ではないが、しっかりと地域・社会に

還元するような活動をしていきたいと思っている。 
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７ 事務局総括 

 

今回任命された広報大使７名にとって、本事業に携わった１年は、新しい発

見ばかりだったのではないかと思う。学年・学校はもとより、自分の学びたいことや

将来の夢も全く違う７名が集まり、それぞれの視点で話し合い、知識を深めていく

という過程は、一緒に暮らしていく人々の気持ちを考えながら行動する「心のバリア

フリー」に繋がっていくものと考える。 

 

カナダチーム・スタッフの方々に英語でコミュニケーションを図ること、パラリンピック

の金メダル候補同士の試合を間近で観戦すること、車いすユーザーの方と一緒に

施設を見て回ることなど、大使にとって今までにない貴重な経験になったのではな

いか。また、自分で行動すれば、知れること・得られるものがたくさんある、と感じてく

れたと思う。必ずしも自分が求めているもの全てではなかったかもしれないが、ぜひ

ここから自分の求めるものへ自分から行動してもらいたい。 

 

本事業のテーマの一つである「世界に向けて情報を発信すること」「共生社会に

向けて自分たちができることを考える」と聞くと、とても難しく聞こえるが、自分の見た

こと・聞いたこと・感じたことを隣の友達に話してみることから始めよう、と大使に伝え

ている。それが、情報発信における大きなスタートであり、そこから社会の目が変わ

り、共生社会に繋がってくれればと期待している。この貴重な経験から、大使たち

が2020年のその先を考え、三沢市の更なる発展に繋げてくれることを祈念する。 
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